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1. はじめに

2015 年 9 月の国連サミットでは，2016 年から 2030 年ま

での期間で達成を目指す，SDGs（持続可能な開発目標）が

採択された。これは開発途上国に対する支援から，エネル

ギーや経済成長，気候変動，海洋資源など包括的な 17 の国

際的な目標で構成されている。SDGs の産業と技術革新の基

盤をつくる目標 9 では，強靱（レジリエント）なインフラ

構築，包摂的かつ持続可能な産業化の促進およびイノベー

ションの推進を図ることをテーマとしている。

強靱なインフラとは，災害が起きても早急に復旧する意

味でもあるが，災害を未然に防ぐ手段も重要である。電力

機器・設備は産業インフラ維持のための根幹であり，停電

事故などによる災害の影響は大きく，そのため電力機器・

設備などの絶縁状態を把握する診断法は，古くから重要視

されてきた。さらに近年では，電力機器・設備の寿命予知

が試みられている。 

基礎・材料・共通部門(A 部門)の誘電・絶縁材料技術委員

会では表 1 に示すように，1980 年より 10 回にわたり絶縁劣

化診断関連の調査専門委員会を設けて，継続的に調査・検

討してきた。当初は電力機器・設備などを停電して行うオ

フライン診断であったが，その後には活線・運転状態にお

けるオンライン診断のデータが蓄積されはじめた。これら

の調査結果はそれぞれ技術報告(1)～(8)や出版本(9)としてまと

められており，高い評価を得ている。

電力機器・設備に使用される多くの絶縁材料は，適用機

器や設備ごとに変遷を遂げている。天然絶縁材料から人工

絶縁材料へ転換し，さらに高機能化し多様化してきた。こ

のような電気絶縁材料の変遷に伴い，現在使用されている

主力の絶縁システムは複合的に機能性材料が重畳され，劣

化に対して非常に堅牢なものとなっている。しかしながら，

それらの機器に対して劣化指標となりうる物理現象や破壊

の前駆現象を検知する技術は確立されておらず，寿命予測

が立てられない機器も製造されている。例えば，技術革新

により長寿命化した，三層同時押出により製造される E-E

方式の CV ケーブルや，エポキシ樹脂でモールドされた機器

などは，それらの劣化状態を的確に把握する診断技術は確

立されていない。

一方，近年では安価なセンサと通信インフラが整備され，

IoT に関する取り組みが積極的に行われている。現場の運用

データや設備機器データ，診断データなどの大容量データ

を処理できるようになってきた。今後は AI を活用した遠隔

絶縁劣化診断システムを確立し，ビックデータ解析などを

駆使して，絶縁診断精度の向上が可能となる。

これらの背景のもと，誘電・絶縁材料技術委員会では，「最

新の実用材料を使用した電力機器・設備における絶縁診断

技術」調査専門委員会を設置した。最新の絶縁材料の特性

や劣化メカニズムを把握することは意義深く，対象となる

電力機器・設備の最適な絶縁診断技術の選択に必要となる。

したがって本報告書では，高圧・特別高圧用の電力機器・

設備を中心に，実用化されている絶縁材料と最新の診断技

術，さらには絶縁診断における IoT や AI の活用に関する動

向および課題を調査し，検討したことをまとめている。 
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